
 

自動運転サービス導入事業におけるバス専用車線の規制緩和について 

 

1 趣旨 

外環側道で運用しているバス専用車線について、交通規制を緩和することにより、

市民の移動利便性の向上および地域公共交通ネットワークの最適化を図る。 

 

2 背景・現状 

(1) 現在の運用 

・ 当該道路区間を「バス専用通行車線（路線バス及び実証実験バス）」に指定 

・ 道路運送法の一般乗合旅客自動車運送事業のバス、実証実験バス 

小型特殊自動車、原付、軽車両が通行可能 

  
(2) 課題 

 当該エリアにおけるタクシー需要はあるものの、一般通行帯は渋滞が発生しや

すく、タクシー利用者の定時性が確保しづらい 

 公共交通の利便性を高める観点から、タクシーを「公共交通の一翼」として専

用車線に組込むことが望ましい 

 白ナンバー（自家用車）への規制緩和は管理が難しい 

 

3 検討内容 

(1) 通行許可の拡大検討（緑ナンバー・道路運送法の旅客自動車運送事業） 

 タクシー車両 

 観光バス、施設送迎バス、スクールバス、施設送迎バス 
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                                            現在の対象       拡大検討 

(2) 通行許可対象から除外される車両 

ア 白ナンバーのタクシー・バス車両（自家用車） 

 事業用登録していないスクールバス、施設送迎バス等 

 

イ 白ナンバーのタクシー・バス車両（道路運送法上の７８条登録） 

 福祉有償運送事業 

 交通空白地有償運送（公共ライドシェア、日本版ライドシェア等） 

 

(3) 運用ルール（案） 

 専用車線内でのタクシーによる「乗降」は原則禁止（安全性の観点） 

 緑ナンバー車であれば通行可能 

 車両外観（緑ナンバー、行灯）による警察官およびカメラ等での判別を想定 

 補助標識による交通規制対象車両の表示 

 
 

4 期待される効果 

 公共交通の定時性向上と、目的地までの迅速な移動による市民満足度の向上 

 交通流の整理が進み、一般通行帯の混雑緩和に寄与する 

 地域公共交通ネットワークの補完  

 

5 関係法令及び手続き 

 関係法令: 道路交通法第 20 条第 3 項（専用通行帯の指定） 

 所轄警察署との事前協議: 交通規制内容の見直しおよび安全対策の確認 

 地域公共交通会議へ諮問: バス事業者及びタクシー事業者からの合意形成 

 公安委員会への手続き: 交通規制の変更（告示・標識更新） 

 

一般旅客自動車運送事業の用に

供するバス・タクシー 

実証実験バス 


